
真空包装技術を利用した
軽量水中ロボット

機械・加工

真空包装技術，ロボットパッキング，軽量ロボット，水中ロボット

■ 真空包装技術を利用することで，
短時間で水中ロボットを製作可能に

■ 軽量のため，省エネルギーで
動作が可能

■ 防水／防塵が必要であるロボット
システムに応用化

真空包装技術 ＋ ロボット

従来食品工業に利用されてきた真空包装技術を
ロボットの製作に応用．電源，マイコン，モータ，機構
を組み合わせたものを樹脂フィルムの袋へ入れ，真
空包装することでロボットを短時間に製作可能に．

■ 探査を目的とする水中ロボット

■ 水中計測システム

■ 防水が必要であるロボット
システム

■ 防塵が必要であるロボット
システム

外殻を樹脂フィルムとする
魚型水中ロボット

製造工程：ロボットを樹脂
フィルムの袋へ入れ，真空包装

本技術のコア技術

本技術の適用例

（1）魚型水中ロボット
外殻を樹脂素材にすることにより，容易に防水性／
耐圧性に優れた水中ロボットを実現

（2）水中計測システム
各種センサをパッキングし，水中で計測が可能に

（3）防水／防塵性を高めたロボット
モータをパッキングすることで，高い防水／
防塵性を確保
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